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第
七
師
団
（
師
団
長　

松
永
陸
将
）
は
、
令
和
六
年
六
月

三
十
日
（
日
）
か
ら
七
月
二
日
（
火
）
ま
で
の
間
、
矢
臼
別

演
習
場
に
お
い
て
令
和
六
年
度
第
一
次
師
団
訓
練
検
閲
を
実

施
し
、
第
七
特
科
連
隊
（
連
隊
長　

万
波
一
佐
）
の
練
度
を

検
し
た
。

　

松
永
師
団
長
は
、
検
閲
に
先
立
ち
統
裁
官
訓
示
に
お
い
て

「
絶
好
の
練
度
向
上
、
練
成
の
機
会
と
捉
え
て
訓
練
を
実
施
せ

よ
。」「
統
裁
部
特
に
、
補
助
官
は
自
ら
の
経
験
等
に
基
づ
く

助
言
や
気
付
き
に
つ
い
て
、
状
況
中
で
あ
っ
て
も
受
閲
部
隊

と
意
見
交
換
を
行
う
等
、
練
度
向
上
を
図
る
場
と
し
て
活
用

せ
よ
。」
と
述
べ
た
。

　

第
七
特
科
連
隊
は
、
主
動
的
な
火
力
戦
闘
に
よ
り
師
団
の

任
務
達
成
に
寄
与
す
る
べ
く
、
あ
ら
ゆ
る
脅
威
に
対
し
て
、

地
形
を
活
用
し
た
隠
蔽
、
火
砲
の
頻
繁
な
小
移
動
及
び
偽
陣

地
の
設
置
等
、
作
戦
間
を
通
じ
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
尽
く
し

て
健
在
性
を
保
持
す
る
と
と
も
に
、
第
一
線
部
隊
の
行
動
を

適
時
正
確
に
把
握
し
て
、
戦
勢
を
支
配
す
る
時
期
・
場
所
に

正
確
な
火
力
を
効
果
的
に
発
揮
し
た
。
実
弾
射
撃
に
お
い
て

も
、
師
団
火
力
の
骨
幹
と
し
て
、
必
勝
の
信
念
を
も
っ
て
、

弾
丸
先
（
た
ま
さ
き
）
に
全
て
の
努
力
を
帰
一
さ
せ
た
。

　

今
回
の
訓
練
検
閲
を
通
じ
、
数
々
の
貴
重
な
成
果
と
教
訓

を
得
た
第
七
特
科
連
隊
は
、
機
甲
師
団
で
あ
る
第
七
師
団
の

火
力
戦
闘
部
隊
と
し
て
、
更
な
る
進
化
を
続
け
て
い
く
。

　

令
和
六
年
八
月
二
十
六
日
（
月
）
に
幕
僚
長
が
交
代
さ
れ

ま
し
た
。

　

令
和
六
年
八
月
一
日
（
木
）
師
団
最
先
任
上
級
曹
長
が

交
代
さ
れ
ま
し
た
。

【
上
番
師
団
最
先
任
上
級
曹
長
か
ら
の
一
言
】

　

上
番
に
あ
た
り
、
ま
ず
は
し
っ
か
り
と
部
隊
・
隊
員
の

現
状
を
確
認
し
、
上
意
下
達
・
下
意
上
達
は
も
と
よ
り
、

第
７
師
団
・
東
千
歳
駐
屯
地
に
所
属
す
る
全
隊
員
の
た
め

に
自
ら
考
え
覚
悟
を
も
っ
て
専
心
努
力
し
て
い
く
覚
悟
で

す
！
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

【
下
番
師
団
最
先
任
上
級
曹
長
か
ら
の
一
言
】

　

在
職
間
、
師
団
長
を
は

じ
め
、
各
部
隊
の
方
々
の

温
か
い
ご
指
導
と
同
僚
、

後
輩
、
隊
区
及
び
地
域
協

力
者
の
皆
様
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
も
ち
ま
し
て
職

務
を
完
遂
で
き
た
も
の
と

衷
心
よ
り
お
礼
申
し
上

げ
、
交
代
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

火
砲
の
頻
繁
な

小
移
動

地
形
を
活
用
し
た

指
揮
所
の
構
築

戦
況
を
把
握
す
る

第
七
特
科
連
隊
長

師
団
長
か
ら
識
別
章
を
交
付

さ
れ
気
持
ち
を
新
た
に
す
る

最
先
任
上
級
曹
長

師
団
長
と
の
記
念
撮
影

着任のあいさつ

前幕僚長　離任

〔 第 35 代 〕

幕
僚
長 

着
任

師
団
最
先
任

　
　
　
上
級
曹
長
交代

第10戦車大隊　　 （H  7.  3～） 【 今 津 駐 屯 地 】
第10師団司令部第３部　　　 （H13.  8～） 【 守 山 駐 屯 地 】
幹部学校　　　　 （H15.  8～） 【 目 黒 駐 屯 地 】
第７師団司令部第３部　　 （H17.  8～） 【東千歳駐屯地】
陸上幕僚監部運用支援情報部 （H19.  8～） 【市ヶ谷駐屯地】
第８戦車大隊長　　　　 （H23.  4～） 【 玖 珠 駐 屯 地 】
幹部学校　　　 （H24.  3～） 【 目 黒 駐 屯 地 】
富士学校機甲科部　　 （H25.  4～） 【 富 士 駐 屯 地 】
陸上幕僚監部人事教育部厚生課厚生班長 （H27.  3～） 【市ヶ谷駐屯地】
第２戦車連隊長　　　　 （H29.  3～） 【上富良野駐屯地】
第５旅団司令部幕僚長　 （R  1.12～） 【 帯 広 駐 屯 地 】
陸上自衛隊研究本部教育部総括室長 （R  4.  3～） 【 目 黒 駐 屯 地 】
第９師団司令部幕僚長　 （R  4.12～） 【 青 森 駐 屯 地 】
現　職　　　　　 （R  6.  8～） 【東千歳駐屯地】

［ 主　要　職　歴 ］

黒黒
くろくろ

木木
きき

  正正
まさまさ

富富
とみとみ

渡渡
わたわた

邊邊
なべなべ

  欣欣
よしよし

浩浩
ひろひろ

黒木　 崇黒木　 崇
１等陸佐１等陸佐

北部方面総監部　北部方面総監部　
人事部長へご栄転人事部長へご栄転

第35代
第７師団司令部  幕僚長

第８代

師団最先任上級曹長

１等陸佐

准陸尉

第１次師団訓練検閲第１次師団訓練検閲
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Ｐ　 有り

診療時間　月曜日～金曜日　あさ9：00～よる7：00（昼休 1：00～2：00）
　　　　　　　　　土曜日　あさ9：00～ひる1：00
休 診  日　日曜日・祝日

ファミリー歯科クリニック
●歯科一般 ●小児歯科 ●矯正歯科

千歳市千代田町６丁目 （JR千歳駅前）

☎２６－２２９３
院　長　小　畑　　　彰

青 葉 公 園 歯 科
●歯科一般 ●小児歯科

千歳市本町２丁目28-2 （ホテルグランテラス千歳前）

☎２３－１１８２
院　長　加　藤　　　滋

代表取締役　南　里　和　宏

東京海上日動火災保険㈱代理店　東京海上日動あんしん生命保険㈱代理店
千歳市千代田町６丁目７－３  リレントビル1F

損害保険・生命保険のご用命は当社まで！

松本  敏男（１特団）
木下  誠一（３施団）

・山口  浩次（１特団）
・栗城  高広（11普連）
・浦松  幸一（７高連）

・小山  輝幸（北情保）
・中村  義幸（１特団）

㈱東京海上日動パートナーズ北海道
札幌支店  千歳支社

当社で活躍されている、ΟBメンバーです。お気軽にご相談下さい。

WEBからいつでも簡単に
お申込みいただけます。

● お申込み・お問い合わせ先 ●
北海道ガス株式会社　千歳支店
千歳市清水町１丁目１－１ 北ガスの電気

☎ 0123‐26‐8623（平日9～17時）

新築の寿官舎６号棟では、
ご入居者さまの約60％が北ガスの電気をご利用中です！

詳しくは▽

左のQRコード または
「北ガスの電気」で検索

25万件を超えるお客さまに
ご利用いただいております。

【
第
七
特
科
連
隊
】

 　

二
曹　

志
鳥　
　

郁　
　

八
月
十
四
日
付

【
第
七
音
楽
隊
】

 　

准
尉　

竹
原　

聖
二　
　

九
月
十
九
日
付

【
第
七
師
団
司
令
部
】

 　

准
尉　

向
井　
　

努　
　

十
二
月
十
五
日
付

【
第
十
一
普
通
科
連
隊
】

 　

曹
長　

山
川　

昌
宏　
　

十
月
二
十
八
日
付

【
第
七
十
二
戦
車
連
隊
】

 　

曹
長　

竹
之
内
誠
司　
　

十
二
月
二
十
九
日
付

【
第
七
十
三
戦
車
連
隊
】

 　

曹
長　

片
桐　

恵
一　
　

十
月
六
日
付

 　

曹
長　

雪
田　
　

旭　
　

十
月
二
十
七
日
付

【
第
七
特
科
連
隊
】

 　

一
尉　

須
貝　

欣
一　
　

十
月
十
七
日
付

 　

准
尉　

飯
島　
　

誠　
　

十
月
三
日
付

 　

准
尉　

籠
尾　

信
雄　
　

十
一
月
十
四
日
付

 　

曹
長　

福
田　

昌
彦　
　

十
一
月
六
日
付

【
第
七
後
方
支
援
連
隊
】

 　

二
尉　

詫
間　

秀
一　
　

十
二
月
十
五
日
付

 　

准
尉　

三
宅　

修
司　
　

十
二
月
八
日
付

 　

准
尉　

土
田　

祐
治　
　

十
二
月
十
一
日
付

 　

准
尉　

佐
藤　

真
一　
　

十
二
月
二
十
五
日
付

 　

曹
長　

五
十
嵐
満
禎　
　

十
一
月
六
日
付

 　

曹
長　

流
割　

直
一　
　

十
一
月
二
十
日
付

 　

一
曹　

小
原　

健
男　
　

十
一
月
四
日
付

 　

一
曹　

朝
倉　

隆
明　
　

十
二
月
六
日
付

【
第
七
偵
察
隊
】

 　

曹
長　

福
原　

暢
裕　
　

十
一
月
十
一
日
付

【
第
七
音
楽
隊
】

 　

准
尉　

森
田　

敏
和　
　

十
二
月
十
九
日
付

七
月
〜
九
月  

　
定 

年 

退 

官 

者

十
月
〜
十
二
月 
　
定
年
退
官
予
定
者

　

第
七
師
団
は
、
令
和
六
年
六
月
五
日
（
水
）
か
ら
二
十
四
日
（
月
）
ま
で
の
間
、
北
海

道
大
演
習
場
恵
庭
・
千
歳
地
区
に
お
い
て
、
令
和
六
年
度
機
械
化
部
隊
近
接
戦
闘
訓
練
評

価
支
援
セ
ン
タ
ー
方
式
に
よ
る
対
抗
演
習
（
Ａ
Ｃ
―
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
）
を
担
任
し
た
。

　

本
訓
練
は
、
第
七
師
団
長
（
陸
将　

松
永　

浩
二
）
を
担
任
官
と
し
て
、
レ
ー
ザ
ー
を

用
い
た
交
戦
訓
練
装
置
（
バ
ト
ラ
ー
）
を
使
用
し
た
実
戦
的
な
戦
闘
行
動
に
よ
り
中
隊
長
・

小
隊
長
の
戦
闘
指
揮
能
力
と
各
職
種
の
戦
闘
力
を
組
織
化
し
て
行
動
す
る
能
力
の
向
上
を

目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
年
度
か
ら
は
北
海
道
に
所
在
す
る
各
師
・
旅
団
の
戦
車
中

隊
等
、
機
動
戦
闘
車
中
隊
が
初
め
て
参
加
す
る
と
と
も
に
「
攻
撃
」「
防
御
」
だ
け
で
な
く
、

「
遭
遇
戦
」
を
新
た
な
科
目
と
し
て
追
加
し
た
。

　

訓
練
間
、
各
部
隊
は
そ
れ
ぞ
れ
の
任
務
を
達
成
す
る
た
め
、
空
地
か
ら
の
情
報
収
集
に

よ
り
敵
情
を
把
握
し
、
敵
の
弱
点
を
突
き
、
我
の
機
動
を
助
長
す
る
た
め
の
火
力
戦
闘
・

近
接
戦
闘
を
巧
み
に
組
み
合
わ
せ
、
任
務
完
遂
の
信
念
の
も
と
全
力
で
戦
っ
た
。
各
部
隊

は
本
訓
練
の
参
加
を
通
じ
、
現
在
の
練
度
を
正
し
く
認
識
す
る
と
と
も
に
、
今
後
に
お
け

る
練
成
目
標
の
資
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
た
、
第
七
師
団
は
本
訓
練
状
況
を
報
道
各
社
等
に
公
開
す
る
と
と
も
に
、
演
習
場
近

隣
の
自
治
体
、
協
力
団
体
等
の
皆
様
に
研
修
い
た
だ
き
、
師
団
の
活
動
に
対
す
る
ご
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
い
た
。

　

第
七
師
団
は
、
引
き
続
き
実
戦
的
な
訓
練
を
実
施
し
て
、
い
か
な
る
任
務
を
も
完
遂
し

得
る
陸
上
自
衛
隊
唯
一
の
機
甲
師
団
と
し
て
進
化
を
続
け
て
い
く
。

オ
ー
ト
バ
イ
に
よ
る

偵
察
行
動

敵
方
を
警
戒
し
な
が
ら

前
進
す
る
一
〇
式
戦
車

林
内
か
ら
敵
戦
車
を

狙
う
隊
員

対
戦
車
地
雷
を

埋
設
す
る
隊
員

無
線
通
信
に
よ
り
状
況
を

報
告
す
る
隊
員

新
た
に
装
備
さ
れ
た

二
〇
式
小
銃
の
使
用

永
年
の
ご
勤
務

　
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

機械化部隊近接戦闘訓練評価支援センター方式機械化部隊近接戦闘訓練評価支援センター方式 によるによる
　　対抗演習対抗演習令和令和    66    年度年度 AC-TESC
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防衛省共済組合 陸上自衛隊北部方面隊
の隊員のみなさまへおすすめです!

提携社員ローン
特別金利

千歳市千代田町３丁目11番地
 TEL  （0123）23-3111

千歳中央
支店

防衛省　職員家族

防衛省
防衛省　　
〈お見積･資料請求 http://webby.aflac.co.jp/bouei/〉

TEL：（03）3226‒5812

☆その他各種の損害保険
【取扱代理店】

〈総合賠償型・親介護補償型（特約）オプション〉
〈団体長期障害所得補償保険「長期所得安心くん」略称：GLTD〉

共済組合
団体取扱

退職後

防衛省　　共済組合
団体取扱

弘済企業株式会社
詳しくは、第７師団各駐屯地の
　　　弘済企業保険常駐員にご相談下さい。

火 災 保 険

が ん 保 険
団体傷害保険

団体傷害保険

詳しくはお問い合わせください

自衛隊・関連団体にお勤めの方!
限定特典ございます!!

声援の中で走る隊員

駅伝の部開　　幕

集結地の安全化

ゴールを目指して走る隊員

持続走参加者第７音楽隊お得意のエンターテイメント

地域除染

一生懸命走る女性隊員

個人走の部ソリストによる独奏

偵察活動

部 隊 だ よ り部 隊 だ よ り
　
連
隊
は
、
令
和
六
年
七
月
十
日
（
水
）
か
ら

十
二
日
（
金
）
の
間
、
駐
屯
地
内
持
続
走
コ
ー

ス
に
お
い
て
、
令
和
六
年
度
連
隊
持
続
走
競
技

会
を
実
施
し
た
。

　
本
競
技
会
は
、
戦
士
と
し
て
任
務
遂
行
に
必

要
な
体
力
・
気
力
を
練
成
す
る
と
と
も
に
、
団

結
の
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
六
千

メ
ー
ト
ル
走
に
よ
り
実
施
し
、
出
走
者
の
平
均

タ
イ
ム
で
勝
敗
を
決
し
た
。

　
競
技
会
の
実
施
に
あ
た
り
、
統
裁
官
（
連
隊

長
烏
賊
一
佐
）
は
「
個
人
そ
し
て
部
隊
と
し
て
、

今
の
練
度
を
出
し
切
れ
」
の
一
点
を
要
望
し
、

参
加
し
た
隊
員
は
必
死
に
前
方
走
者
に
食
ら
い

つ
き
、
そ
し
て
自
己
の
限
界
に
挑
戦
し
、
戦
士

と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
走
り
を
見
せ
た
。

　
白
馬
連
隊
の
全
隊
員
は
、
今
後
の
職
務
の
中

で
自
分
が
輝
け
る
場
所
を
見
つ
け
、
そ
れ
に
向

か
っ
て
頑
張
っ
て
い
く
所
存
で
あ
る
。
今
後
の

白
馬
連
隊
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

　

第
七
通
信
大
隊
は
、
令
和
六
年
七
月
二
十
三

日
（
火
）
及
び
二
十
四
日
（
水
）
の
二
日
間
、

令
和
六
年
度
大
隊
持
続
走
競
技
会
を
実
施
し
た
。

　

競
技
は
、
二
十
三
日
（
火
）
に
中
隊
対
抗
個

人
走
の
部
（
五
キ
ロ
）
二
十
四
日
（
水
）
に
駅

伝
の
部
（
五
キ
ロ
の
五
区
間
）
を
実
施
し
、
各

中
隊
は
訓
練
、
支
援
等
の
合
間
を
縫
っ
て
練
成

を
重
ね
、
大
会
に
臨
ん
だ
。

　

両
日
と
も
気
温
、
湿
度
が
高
く
蒸
し
暑
い
中

で
あ
っ
た
が
、
参
加
者
全
員
が
無
事
完
走
し
た
。

結
果
は
、
本
部
管
理
中
隊
が
二
年
連
続
優
勝
を

果
た
し
た
。

　

ま
た
、
駐
屯
地
に
所
在
す
る
通
信
科
職
種
の

隊
員
（
北
部
方
面
シ
ス
テ
ム
通
信
群
（
基
地
、

電
子
戦
中
隊
）
第
七
後
方
支
援
連
隊
等
）
の
約

三
十
名
が
オ
ー
プ
ン
参
加
を
し
た
。
Ｏ
Ｂ
も
応

援
に
駆
け
つ
け
、
そ
れ
ぞ
れ
親
睦
及
び
連
携
強

化
を
図
っ
た
。

　
第
七
化
学
防
護
隊
は
、
令
和
六
年
九
月
二
日

（
月
）
か
ら
四
日
（
木
）
ま
で
の
間
、
北
大
演

（
恵
庭
地
区
）
に
お
い
て
第
三
回
隊
訓
練
を
実

施
し
た
。

　

偵
察
小
隊
は
特
殊
武
器
攻
撃
に
よ
る
汚
染

状
況
を
速
や
か
に
解
明
す
る
と
と
も
に
、
除
染

小
隊
は
汚
染
さ
れ
た
人
員
及
び
装
備
品
の
除

染
並
び
に
地
域
除
染
を
実
施
す
る
等
、
こ
れ
ま

で
の
練
成
成
果
を
発
揮
し
て
任
務
完
遂
し
た
。

特
に
同
時
二
正
面
に
対
す
る
特
殊
武
器
攻
撃

に
対
し
て
は
、
各
小
隊
が
相
互
に
連
携
し
て
迅

速
に
対
応
し
、
隊
長
の
要
望
事
項
で
あ
る
「
相

補
極
大
」
を
体
現
し
た
。

　
第
七
化
学
防
護
隊
は
、
師
団
唯
一
の
対
特
殊

武
器
専
門
部
隊
と
し
て
、
第
七
師
団
の
機
動
打

撃
力
に
寄
与
す
る
べ
く
、
引
き
続
き
対
特
殊
武

器
戦
能
力
の
向
上
に
努
め
る
。

　
第
七
音
楽
隊
は
、令
和
六
年
八
月
三
十
一
日（
土
）

に
恵
庭
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
、『
第
二

回
恵
庭
オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
』
に
お
い
て
演
奏

支
援
を
実
施
し
た
。

　

地
域
住
民
や
学
生
を
中
心
と
す
る
五
〇
〇
名
以

上
の
観
客
が
来
場
し
、
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
高

い
演
奏
技
術
を
駆
使
し
た
演
奏
会
は
、
大
好
評
を

博
し
た
。

　
一
糸
乱
れ
ぬ
ハ
ー
モ
ニ
ー
、
ソ
リ
ス
ト
に
よ
る

高
レ
ベ
ル
な
独
奏
、
第
七
音
楽
隊
の
特
色
で
あ
る

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
ス
テ
ー
ジ
を
繰
り
広
げ
た
。

　

響
き
渡
る
歓
声
と
鳴
り
や
ま
な
い
拍
手
は
、

我
々
音
楽
隊
員
だ
け
が
受
け
て
る
も
の
で
は
な

く
、
全
自
衛
隊
員
を
代
表
し
て
受
け
て
る
と
我
々

音
楽
隊
員
は
認
識
し
て
い
る
。　

　
こ
れ
か
ら
も
第
七
音
楽
隊
は
地
域
の
皆
様
と
自

衛
隊
の
架
け
橋
と
な
る
よ
う
更
な
る
高
み
を
目
指

し
訓
練
を
続
け
て
い
く
。

〉〉〉〉〉〉〉〉

第
七
十
二
戦
車
連
隊

第
七
通
信
大
隊

第
七
化
学
防
護
隊

第
七
音
楽
隊
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小久保和人 宮田　隼 中村亮介

千
歳
基
地
出
身

千
歳
基
地
出
身

千
歳
基
地
出
身

大瀧秀範

北
千
歳
駐
Ｏ
Ｂ

守谷敏弘 小松正尚 山元浩彦

千
歳
基
地
Ｏ
Ｂ

東
千
歳
駐
Ｏ
Ｂ

東
千
歳
駐
Ｏ
Ｂ

⃝
 

小
野
二
曹
に
聞
き
ま
し
た
。

・
日
頃
は
、
ど
の
よ
う
な
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　

�　

第
二
科
保
全
陸
曹
と
し
て
情
報
管
理
検
査
等
を
通

じ
て
連
隊
の
保
全
強
化
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

千
歳
機
甲
太
鼓
の
一
員
と
し
て
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
太

鼓
演
奏
を
披
露
し
て
い
ま
す
。 

・�

お
仕
事
を
さ
れ
る
中
で
こ
だ
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
何

で
す
か
？

　

�　

第
二
科
業
務
と
千
歳
機
甲
太
鼓
の
活
動
を
両
立
で

き
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。

⃝
 

勤
務
先
の
隊
員
に
聞
き
ま
し
た
。

・
小
野
二
曹
は
ど
の
よ
う
な
隊
員
で
す
か
？

　
�　

ま
じ
め
で
周
り
が
よ
く
見
え
て
い
て
状
況
判
断
が

素
晴
ら
し
い
隊
員
で
す
。�

（
第
二
科
） 

　

�　

千
歳
機
甲
太
鼓
の
ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー
で
あ
り
、
演

奏
技
術
指
導
教
官
と
し
て
チ
ー
ム
の
向
上
を
図
る

等
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
す
。�（
機
甲
太
鼓
）

　

第
二
科
業
務
と
千
歳
機
甲
太
鼓
、
二
刀
流
で
多
忙
な

が
ら
真
剣
に
取
り
組
む
小
野
二
曹
を
応
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
先
駆
で
は
毎
号
、
陸
上
自
衛
隊
唯
一
の
機
甲
師
団
で

あ
る
第
七
師
団
を
支
え
る
隊
員
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
回
は
、
第
十
一
普
通
科
連
隊
の
千
歳
機
甲
太
鼓
要

員
で
あ
る
と
と
も
に
第
二
科
保
全
陸
曹
と
し
て
勤
務
し

て
い
る
小
野
二
曹
を
紹
介
し
ま
す
。

第22代
第７高射特科連隊長

第25代
第71戦車連隊長

第35代
第７特科連隊長

第24代
第７後方支援連隊長

観閲行進巡　閲

観閲行進慰霊碑参拝

着任の辞師団長から紹介される連隊長

巡　閲着任の辞

１等陸佐 １等陸佐

１等陸佐１等陸佐

竹竹
たけたけ

  原原
はらはら

 　 　充充
みつるみつる

湯湯
ゆゆ

澤澤
ざわざわ

　　憲憲
けんけん

治治
じじ

  西西
にしにし

  﨑﨑
ざきざき

　  　  心心
しんしん

小小
ここ

  島島
じまじま

 　 　茂茂
しげるしげる

『強化促進』『信頼醸成』『強化促進』『信頼醸成』

『機甲師団火力戦闘の『機甲師団火力戦闘の
� 揺るぎない骨幹たれ』� 揺るぎない骨幹たれ』

『団結・進化・誠実』『団結・進化・誠実』

『 信　頼 』『 信　頼 』

『『如何なる任務も遂行し得る如何なる任務も遂行し得る
　　� 精強戦車連隊の創造　　� 精強戦車連隊の創造』』

『『ちゃんとやるちゃんとやる』』

『 『 勇 往 邁 進勇 往 邁 進 』 』

『『強靭な�強靭な�
　�後方支援連隊の育成　�後方支援連隊の育成』』

統率方針統率方針

統率方針目　　標

要望事項要望事項

要望事項要望事項

　

私
の
妻
は
、
防
衛
省
共
済

組
合
職
員
で
、
千
歳
基
地
で

勤
務
し
て
い
ま
す
。
結
婚
し

て
三
十
一
年
余
り
、
共
働
き

な
の
で
家
事
や
育
児
は
二
人

で
支
え
合
い
な
が
ら
や
っ
て

き
ま
し
た
（
つ
も
り
で
す
）。

と
は
言
え
や
は
り
負
担
は
妻

の
ほ
う
が
多
く
演
習
・
訓
練
、

特
別
勤
務
、
災
害
派
遣
な
ど
家
を
空
け
る
こ
と

が
多
い
中
、
し
っ
か
り
家
庭
を
守
っ
て
く
れ
た
の

は
妻
で
し
た
。

　

子
供
は
娘
二
人
で
、
そ
れ
ぞ
れ
社
会
人
と
な

り
独
立
し
自
分
の
生
活
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

育
児
か
ら
解
放
さ
れ
た
妻
は
い
ま
、
仕
事
を

頑
張
り
つ
つ
、
同
級
生
た
ち
と
一
緒
に
遊
び
に
出

か
け
た
り
、ス
キ
ー
な
ど
の
趣
味
を
楽
し
ん
だ
り
、

職
場
・
家
庭
以
外
の
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
で
も
ア

ク
テ
ィ
ブ
に
活
動
し
日
々
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
妻
と
私
は
年
に
幾
度
か
旅
行
に

行
く
こ
と
が
楽
し
み
の
一
つ
で
道
内
は
も
と
よ
り

道
外
へ
も
よ
く
出
か
け
て
い
ま
す
。

　

私
は
来
年
二
月
に
定
年
退
官
予
定
で
、
こ
れ

ま
で
の
自
衛
隊
生
活
を
無
事
に
過
ご
せ
た
の
は

妻
の
支
え
の
お
か
げ
で
す
。
今
ま
で
本
当
に
あ
り

が
と
う
。ま
た
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
頼
み
ま
す
。

東京駅前にて

第11普通科連隊
第２科　 保全陸曹

小
お

野
の

　卓
たく

郎
ろう

２等陸曹 隊員隊員

““  

イ
チ
イ
チ
推推
しし  

””

第
七
後
方
支
援
連
隊

　
第
一
整
備
大
隊

　�

陸
曹
長
　
長
友
　
建
国

「
妻
の
支
え
と

　 

共
働
き
の
日
々
」

家族家族ののささえささえ

【趣　味】
子供と遊ぶ事

【心掛けている事】
感謝の心を忘れない

◆ 

六
月
二
十
四
日 

付

◆ 

八
月
一
日 

付

◆ 

八
月
一
日 

付

◆ 

八
月
一
日 

付

新
着
任
部
隊
長
紹
介


